
基礎疾患ってなに？
新型コロナウイルスの感染拡大の中、よく聞くようになった「基礎疾患」という言葉。
元々は・・・
ある病気や症状の原因となる病気。
例えば、高血圧症・高脂血症・糖尿病は虚血性心疾患の基礎疾患とされる。

出典：デジタル大辞泉（小学館）
新型コロナウイルス感染症には、呼吸器疾患も含まれるようです。
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慢性閉塞性肺疾患（COPD：chronic obstructive pulmonary disease）とは、従来、慢性気管支炎や肺気腫と呼ばれてき

た病気の総称です。タバコ煙を主とする有害物質を長期に吸入曝露することで生じた肺の炎症性疾患であり、喫煙
習慣を背景に中高年に発症する生活習慣病といえます。40歳以上の人口の8.6％、約530万人の患者が存在すると
推定されています（NICE study）が、大多数が未診断、未治療の状態であると考えられます。全体では死亡原因の9位、
男性では7位を占めています。最大の原因は喫煙であり、喫煙者の15～20％がCOPDを発症します。

出典：一般社団法人 日本呼吸器学会 ホームページ

基礎疾患は生活習慣を見直すことで改善できるものが多いようです。
これを機会に、ご自身の生活習慣を見直してみましょう！！
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